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実務経験をもつ教員からみた三重大学教職大学院

三重大学教職大学院で一緒に学びませんか

教職大学院の特徴の１つは、豊富な教職経験をもつ教員が多く在籍していることです。
今年度三重大学教職大学院に専任教員として着任された、石川照子先生と大島充代先生に、
三重大学教職大学院の魅力について教えていただきました！

私は昨年度まで他県の高校で勤務していました。
私自身、現職派遣で2年間、他府県や異校種の先
生方々、そして学部卒の若い方々と共に学ぶ機会
を得たことで、これまでいかに自分は狭い考えにと
らわれて生徒の前に立っていたかに気づき、その
後の教員人生の転機となりました。
管理職になってからは、10年後の自分を想像し
て、今、自分がやりたいことにチャレンジするよう先
生方にアドバイスしてきました。
解決したい課題を意識した時こそ、学びを深める
チャンスです。様々な課題を携えて集まった仲間と
一緒に、三重大学教職大学院で学びませんか。

教職大学院ってどんなところ？ 教職大学院に進学してよかったと感じることは？
在学中の院生たちに、三重大学教職大学院の魅力について尋ねてみました！

在学生が語る、教職大学院の魅力

ICTの活用など、最新の教育を
学ぶことができること。これまで仕
事に追われてきた自分を一度リセ
ットして、アップデートできる。【現】

【現】：現職教員学生
【学】：学部新卒学生等

「実習」として色んな学校
に行けること。現任校以外
の学校の様子を知ることで
自分の学修テーマを深めら
れる。【現】

現場にいたときには「積読」
状態になっていたけれど、教職
大学院では本を読む機会や時
間がたくさんあること。【現】

色んな校種、色んな市町の先生
たちと出会えること。授業のなか
で院生同士が協働して課題に取
り組む機会も多いため、色んな視
点から意見交換できる。 【現】

自分の専門校種、専門教科だ
けにとどまらず、教職について幅
広く学べること。自分の視野を広
げていくことができる。【現】

三重県、県内の各市町の
教育課題について、具体的
に学び考える機会があるこ
と。現場に戻ったときに活
かしていける。 【現】

石川 照子 先生

教職経験の差を活か
した学びができること。
現職教員学生の豊富な
経験と学部新卒学生の
新鮮な考えが交わること
で互いに刺激し合いな
がら学びあえる。【学】

同じ“院生”として、現職教員
の先生方と“インフォーマルに”
関われること。仕事上での関わ
りだけでなく、その先生の大切
にされていることや、現場での
失敗・つまずきなども含めたラ
イフストーリーを聞ける。【学】

経験豊富な実務家教員
の先生方と“フラットに”関
われること。授業づくりの
相談や、子どもの見方など
を直接教えていただくこと
ができる。【学】

学校現場に入る機会
が多いこと。学部を卒業
したときにはなかなかイ
メージできなかった学校
現場のことを、具体的に
知ることができる。【学】

「研究」的な視点を得ら
れること。特に、言葉の定
義などにこだわる姿勢。言
葉を明確にすることで、授
業のねらいも明確になっ
ていく。【学】

現場の裏にある理論や枠組みを
相対的に理解することができること。
例えば、「振り返り」。学校現場に
入ったときに、その意味や大切さを
わかるようになった。【学】

大島 充代 先生

教職大学院には、授業を通して現職教員学生と
学部新卒学生等が対話や議論をする場がたくさん
あります。年齢や経験の違いはあれど、教育への
熱量が同じ仲間と方向性を共有しながら過ごせる
時間がここには流れています。いくつになっても
「学び合う」って素晴らしいなと感じます。
最近、世代間の価値観の相違によって活発な
OJTが難しいと言われていますが、こんなふうに若
手と中堅教員が教育について意見を交わし合う教
員集団であれば、「明日も行きたくなる学校づくり」
に向けて積極的に取り組めるなと日々感じていま
す。皆さんも教職大学院で経験してみませんか？



編集・発行 三重大学大学院教育学研究科 教職実践高度化専攻（教職大学院）入試広報部会

〒514-8507 三重県津市栗真町屋町1577     ✉ info-mkd@edu.mie-u.ac.jp

三重大学教育学部・教育学研究科ホームページ https://www.edu.mie-u.ac.jp/

入試説明会

第1回入試説明会を行いました
令和3年5月16日、第1回入試説明会を開催しました。新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、オンラインで行われました。
入試説明会では、三重大学教職大学院の概要や入試について説明を行っています。また

後半は、各コース・分野・教科にわかれ、担当教員が直接皆さんの質問にお答えしています。
今後、９月と１０月にも入試説明会を開催します。

“三重大学教職大学院ってどんなところ？” “入試はどんな感じ？”
今年度受験を考えている方も、ちょっとだけ興味がある方も、お気軽にご参加いただけ

ます。多くの皆様のご参加をお待ちしております！

６期生 (令和4年度入学生) 募集

令和３（２０２１）年 ９月 ５日（日） １３：００～１５：００
令和３（２０２１）年１０月１０日（日） １３：００～１５：００

オンライン
Zoomを使用します。参加申込いただいた方に、
ZoomのURLを記した招待メールをお送りします。

①名前、②所属、③参加希望日、④特に話を聞いてみたい分野（教科教育

高度化分野の場合は教科）を記入したメールを、下記のアドレス宛に、
参加希望日の３日前までにお送りください。

入学者選抜日程

選抜試験日
【A日程】
2021年

8月17日（火）

【B日程】
2021年

11月３日（水・祝）

【C日程】
2021年

１２月５日（日）

【D日程】
202２年

２月1１日（金・祝）

出願期間 7月12日（月）～20日（火） 10月7日（木）～１８日（月） １１月1日（月）～１５日（月） １月1１日（火）～１７日（月）

受
験
者
区
分

現職教員 第一次 （第二次） （第三次）

学部新卒者等 第一次 第二次 （第三次）

※ 表中の（第二次）（第三次）と表記された選抜は実施されない可能性があります。実施されない場合は、本学教育学部・
教育学研究科のホームページなどでお知らせします。

※ 特別支援教育分野の現職教員区分での受験は、B日程までとします。
※ 学部新卒者等において、三重県の教員採用選考試験に合格し、採用候補者名簿への登載を2年間猶予希望の者は、

B日程までに受験し、合格することが求められます。なお、他の都道府県等における採用猶予については、各自で
各自治体の教員採用担当にご確認ください。

info-mkd@edu.mie-u.ac.jp

日 時

実施方法

参加
申込方法

＊＊＊＊＊ 詳細は、募集要項、本学のホームページなどをご覧ください ＊＊＊＊＊


